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要旨 
 
本学の解剖見学実習は、鍼灸学科と理学療法学科、看護学科の 3 年次生を対象に実施している。本研究は
学生が解剖見学実習を通して看護の視点から解剖学や生理学の知識を修得することや看護師としての倫理観
を育てる機会とするために、解剖見学実習における学生の学びを明らかにし、その取り組み方法等の検討を
行った。 
対象は参加した看護学科 3年生 66名の実習後レポートとし、分析はその内容を３つの実習目標ごとに意味
あるセンテンスを抽出し、研究者間で検討を繰り返してカテゴリー化した。 
結果は実習目標に基づき、「人体構造を理解できる」では感覚的認識として[立体的に捉えた感覚的学び]
など、「献体の取り扱いを通して、自己の思いについて説明できる」では[御本人や御家族の思いから[向けら
れた期待に対する自覚]など、「人体解剖や献体のかかわる法の基本的な事柄や死者への尊厳について説明で
きる」では[感謝と敬意の気持ち]の計 7 個のカテゴリーに分類され、学生の学びが明らかとなった。これに
より、解剖見学実習が看護学生としての自覚・学習姿勢などを再確認する機会となり、今後の指導方法の基
礎資料を得ることが出来た。 
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Ⅰ 緒言 
近年、超高齢社会の到来や医療の高度化により社会の医療・看護ニーズに対応できる質の高い
看護系の人材の確保が大きな課題となっている。平成 4 年の「看護師等の人材確保の促進に関す
る法律」施行は、これを契機に看護系大学が急増し、質の高い看護系人材供給に貢献をしている。
一方、看護系大学の急増は臨地実習の確保問題や学生資質の多様化を伴い、臨地実習のあり方の
見直しや教育内容の工夫の必要性等の課題をもたらしている。これらの現状を踏まえ、大学にお
ける看護系人材養成の在り方に関する検討会報告によると、改正された指定規則（平成 20年保健
師助産師看護師学校養成所指定規則改正）の教育内容を充実し、看護専門職の基盤となる資質を
獲得させ、長い職業生活のスタートラインに立てる人材を育てるために何が必要なのか、各大学
が自大学の学生の状況や教育環境等を考慮しながら主体的に検討することが重要であるとしてい
る 1)。 
 本学看護学科においては、看護専門基礎である「人体の構造と機能」（形態機能学）を 1 年次前
期の学修内容として位置づけている。また、本学独自の教育内容として平成 25年度から 3年次前
期に特別課外授業として、学生の主体的参加を基本とした解剖見学実習を実施している。菱沼 2)
は、「息をする」「食べる」「トイレに行く」「話す・聞く」「眠る」などの生活行動はすべてからだ
のはたらきによって成り立っている。看護の主眼は、繰り返されるこの生活行動を支えることで
ある。したがってからだがどういう仕組みで生活行動を成し遂げているかを知らなくては、看護
はできない。と述べている。薄井 3)も同様に看護の視点から人体の理解をすることの重要性を述
べている。このように看護師の基礎知識として人体の解剖・生理学の知識は必要不可欠である事
はいうまでもない。しかしながら、本学看護学生に限らず苦手意識を持つ学生が多いのが現状で
ある。菱沼 4)は看護教育において人体の形態機能の学習は必須である。（中略）人体解剖で実際に
手にして学ぶことが、人体の理解には最も効果的である、と述べている。また、小林 5)は「医療
技術者養成における人体解剖実習の重要性とその条件整備への提言」の中で、単に人体の構造を
理解するためだけでなく、医療人として死に対面し死を超える決意するためにも本物を実際に触
り解剖する実習があることが望ましい。実習できないまでも、少なくとも人体標本に触れること
のできる見学の機会が、すべての医療人の養成課程の中で必須と考える、と述べている。このよ
うに解剖見学実習は、学生の人体の解剖生理学的理解の促進だけではなく、医療人としての心構
えや人の死について考える重要な機会となる。本学ではこれらのことを踏まえ、解剖見学実習の
目標として「人体構造を理解できる」「献体の取り扱いを通して、自己の思い（医療人としての態
度・自覚、献体に触れることの価値）について説明できる」「人体解剖や献体のかかわる法の基本
的な事柄や死者への尊厳について説明できる」の３つを上げている。これらの目的を効果的に達
成させるために、今年度は昨年度同様に実習前から資料の配布や実習の意義、取り組み姿勢等に
ついてのオリエンテーションを行った。加えて解剖見学実習終了後調査票結果を踏まえ、オリエ
ンテーションでの取り組み姿勢の強化および解剖に関する簡単な試験を行った。 
 本研究は看護教育における課題として、看護の視点から解剖学や生理学の知識をリコンストラ
クションして学生が用いられるようにする。また、看護師としての倫理観を育てるための検討の
機会とする。そのために解剖見学実習における学生の学びを明らかにし、解剖見学実習への取り
組み方法等の検討を行う。昨年度は、解剖見学実習終了後調査票結果とレポートからの抽出語分
析による出現頻度から学生の学びの傾向を明らかにした。本年度は、各学生のレポート内容を実
習目標に基づき学びの状況を明らかにし、実習目標を達成するための今後の課題を検討すること
を目的とする。 
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Ⅱ 解剖見学実習の概要 
 本学における解剖見学実習は、鍼灸学科と理学療法学科の 3 年次生を対象として以前より行わ
れていた。看護学科においては、平成 25 年度から 3年次前期に特別課外授業として位置づけ、Ａ
大学とＡ大学献体篤志家団体の全面的な協力を得て行われている。 
 実習実施までの準備として、約 2 ヶ月半前に対象学生全員に解剖見学実習へ向けての第 1回目
のオリエンテーションを行っている。ここでは実習概要と実習への主体的参加の意味と必要性を
説明し、参加申し込みの受付を行う。参加申し込みをした学生には資料を配布し、最終オリエン
テーション時までに熟読することと配布資料の取り扱いを厳重にすることを指導している。また、
主体的に取り組む姿勢を厳守することを誓約する書類も合わせて提出させている。その後、御献
体に対する法的・倫理的側面や生命に対する哲学的理解、人体の理解の準備性を高める目的で 2
回にわたるオリエンテーションを行っている。平成 26年度からは最終オリエンテーション時に配
布資料の熟読を促す目的で、小テストを実施している。また、実習前後にレポート課題を提示し
ている。これらすべての過程をクリアした学生のみ実習への参加を認めている。 
 実習は「実習講義」「解剖見学実習」「骨学実習」の 3部構成となっており、学生はグループに
別れ、各グループに解剖担当教員他、看護学科教員 1名を配置し実習を行っている。 
 
Ⅲ 研究目的 
 各学生のレポート内容を実習目標に基づき学びの状況を明らかにし、実習目標を達成するため
の今後の課題を検討することを目的とする。 
 
Ⅳ 研究方法 
１ 対象 
本学看護学科における解剖見学実習への参加対象となる 3年次生 66名の実習後「解剖見学実習
を終えて学んだこと」に関するレポート 
 
２ 研究期間 
  平成 27 年 9月 28 日～平成 28年 3 月 31日 
 
３ 分析方法 
 対象となる学生レポートを下記の手順で分析する。 
１）３つの実習目標ごとに表現されている意味のあるセンテンスを抽出する。 
２）目標ごとに抽出されたセンテンスの内容の妥当性を判断する 
３）目標ごとに抽出された各センテンスの共通性を検討する。 
４）共通性のあるグループをひとつずつまとめる。 
５）共通性のあるグループの中から意味や性質を抽出する。 
  分類したセンテンス、抽出した意味、性質など、妥当性や信頼性の確保については、１)～５） 
の各段階において、研究者間で検討を繰り返すこととした。 
 
４ 倫理的配慮 
対象者には、口頭にて研究の主旨を説明し、協力は自由意志であること、得られたデータは厳
重に管理しデータ分析後は責任をもって破棄すること、得られた結果は紀要等で発表することが
あるが、個人が特定されないようデータの匿名性を保障する。また、実施者が同学科の専任教員
であることから調査協力の依頼については強制力を伴う恐れがあることを鑑みて、研究協力に同
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意しない場合であっても成績及びその他学生の評価につながること等何ら不利益を被ることはな
い旨を口頭および書面で説明する。拒否の意思表示については担当教員に申し出ることができる
旨を説明する。なお、本研究は森ノ宮医療大学保健医療学部倫理審査委員会の承認（承認番号
2015-31）を得ている。 
 
Ⅴ 結果 
 学生のレポート全記述内容を３つの目標ごとに抽出した結果、学習内容として表に示すセンテ
ンスが抽出された。目標１「人体構造を理解できる」に対しては 145 センテンスと 6個のサブカ
テゴリ、2個のカテゴリが、目標２「献体の取り扱いを通して、自己の思い（医療人としての態
度・自覚、献体に触れることの価値）について説明できる」に対しては、63センテンスと 6個の
サブカテゴリ、2個のカテゴリが、目標３「人体解剖や献体のかかわる法の基本的な事柄や死者
への尊厳について説明できる」に対しては、87センテンスと 8 個のサブカテゴリ、3個のカテゴ
リがそれぞれ抽出された。 
 抽出されたカテゴリは[ ]で、サブカテゴリは＜ ＞、センテンスは『 』で下記に示す。 
 
１ 「人体構造を理解できる」について 
[立体的に捉えた感覚的学び]（表 1）、[既習内容を基にした学び]（表 2）の 2個のカテゴリに
分類できた。さらに[立体的に捉えた感覚的学び]には、＜感覚的人体の描写＞、＜感覚的人体の
イメージ＞、＜感覚的個体差の描写＞の 3 個のサブカテゴリが抽出された。 
それぞれのサブカテゴリの具体的記述として、『脳の髄質、皮質の色が 2色に分かれていた』や
『血管の硬さや弾力の違い』など実際に人体を視て触れることによる学生が感じたそのままであ
る＜感覚的人体の描写＞の記述があった。また、『神経は糸みたいであり、有線であることの理解
が深まった』や『実際に触れることではっきりとしたイメージができた』など感覚的な体験を通
したイメージやイメージの再形成などの＜感覚的人体のイメージ＞の記述があった。＜感覚的な
個体差の描写＞では、『臓器には個人差があることを学んだ』や『構造は同じだが、人によって変
わる』など、いくつかの献体の比較による個体差に関する記述をしていた。 
[既習内容をもとにした学び]には、＜解剖学との結びつき＞、＜病態学との結びつき＞、＜看
護学との結びつき＞の 3個のサブカテゴリが抽出された。 
具体的記述として＜解剖学との結びつき＞には、『必ずしも教科書通りではない』や『教科書で
は実感がなく覚えづらかったものも、実際に見学できて覚えることができた』などテキストや解
剖学の既習内容と比較し理解を深めた記述をしていた。また、＜病態学との結びつき＞には、『心
肥大など病気に伴う身体への影響を理解できた』や『臓器の状態でどういう人だったのかなど予
測ができた』など 1･2 年次の既習内容を想起して記述していた。＜看護学との結びつき＞では、
『患者さんの苦しみを今まで以上に理解、それに向けての根拠を持った看護を提供するために考
えやすくなった』や『心肥大の心臓を見て病態からの看護の流れとして理解することができた』
など御献体の生前の生活状態や苦しみを想像した上で看護について記述していた。 
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表 1 立体的に捉えた感覚的学び 
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表 2 既習内容を基にした学び 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 「献体の取り扱いを通して、自己の思い（医療人としての態度・自覚、献体に触れることの
価値）について説明できる」について 
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[向けられた期待に対する自覚]（表 3）、[今後の学習への動機付け]（表 4）の 2個のカテゴリ
に分類できた。さらに、[向けられた期待に対する自覚]では、＜実習で感じた期待の気づき＞、
＜実習で感じた期待に対する意志表明＞の 2個のサブカテゴリが抽出された。 
それぞれのサブカテゴリの具体的記述として、＜実習で感じた期待の気づき＞では、『良い医療
人になってほしいという大きな期待の上で成り立っている実習ということを忘れない』や『将来
医療従事者になる者への大きな期待が込められている』という実習させていただいた献体者の
方々の思いを受けとめている記述があった。＜実習で感じた期待に対する意志表明＞では、『献体
くださった方のご好意が無駄にならないよう、立派な看護師になりたいと思った』という期待に
応えるような看護師を目指すなどの記述があった。 
[今後の学習への動機付け]では、＜実習から得た学習意欲＞、＜実習体験を意味づけして得た
学習意欲＞、＜今までの学習の振り返り＞、＜再確認した看護師への思い＞の 4個のサブカテゴ
リが抽出された。＜実習から得た学習意欲＞には具体的記述として『これまで以上に勉強してい
きたい』、という実習を契機に学習を意欲的に取り組もうという思いが記述されていた。＜実習体
験を意味づけして得た学習意欲＞では、『ご遺体の気持ちを無駄にしないよう、ご遺体とご家族に
感謝し、これからも勉学に励もうと思った』というように、今回の体験の意味を学習意欲として
表現していた。また、『今までの 2 年間でもっと勉強できたのではないかと反省した』など自己の
勉強不足を反省する＜今までの学習の振り返り＞の記述があった。さらに『貴重な経験を無駄に
せず、立派な看護師にならなくてはならないと改めて感じた』という＜再確認した看護師への思
い＞の記述があった。 
 
表 3 向けられた期待に対する自覚 
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表 4 今後の学習への動機付け 
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３ 「人体解剖や献体のかかわる法の基本的な事柄や死者への尊厳について説明できる」につい
て 
[感謝と敬意の気持ち]（表 5）、[実習で感じた死生観]（表 6）、[実習に臨む姿勢]（表 7）の 3
個のカテゴリが抽出された。 
[感謝と敬意の気持ち]では、＜献体者とその家族に対する感謝＞、＜解剖見学実習への感謝の
気持ち＞、＜関係者も含めた解剖見学実習への感謝＞、＜献体してくれた方と家族への敬意＞の
4 個のサブカテゴリが抽出された。 
実習に参加した学生は、『ご遺体やご遺族に感謝しなければ感じた』、『最後の黙祷では感謝の気
持ちで一杯になった』という＜献体者とその家族に対する感謝＞の気持ちを記述していた。また、
＜解剖見学実習への感謝の気持ち＞の現れとして、『家族の方に対する感謝の気持ちを、ご遺体か
ら勉強させていただくことで表すことができたと思う』というように実習に取り組む姿勢を記述
していた。また、『恐怖感があったが、実習直前の講義を受け、実際に献体を見たことで、感謝の
気持ちがもてた』というように御献体、御遺族とともに関係者すべてに対する感謝の気持ちとし
ての＜関係者も含めた解剖見学実習への感謝＞を記述していた。＜献体してくれた方と家族への
敬意＞では、『御献体を提供してくださったご本人とその遺族に敬意を表する』、『亡くなってから
も尊敬し続けなければならない』と御献体を崇高なものとして敬い尊敬する心情を記述していた。 
 [実習で感じた死生観]では、＜生と死の気づき＞、＜献体者と家族の思いを想像＞の 2 個のサ
ブカテゴリが抽出された。『この実習を通して、死についてや生について考えることができた』、
『命の重みを感じた』といった死の状態から命、生を感じ＜生と死の気づき＞をしていた。また、
『医療の発展、社会の貢献のために、死後、異なる意味で活きることを選んだご本人、家族の思
い、心の広さ、暖かさを理解することができた』と＜献体者と家族の思いを想像＞していた。 
[実習に臨む姿勢]では、＜献体を前にした心構え＞、＜実習講義を聴いての動機づけ＞の 2個
のサブカテゴリが抽出された。御献体を目の前にして『屍活師であることを忘れずしっかり学ぶ』、
『少しの時間でも無駄にせず積極的に学ぶ』という＜献体を前にした心構え＞の記述があった。
また、実習講義による学生の心の変化として『実習講義を聴講することで恐怖心は消え、勉強さ
せていただく気持ちになった』、『医療従事者になる心構えをお話から学んだ』という＜実習講義
を聞いての動機づけ＞の記述があった。 
表 5 感謝と敬意の気持ち 
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表 6 実習で感じた死生観 
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表 7 実習に臨む姿勢 
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Ⅵ 考察 
１ 実習目標に基づく学びの状況 
１）目標１「人体構造を理解できる」について 
この目標に対して 145 センテンスと 6個のサブカテゴリ、2 個のカテゴリが抽出された。学生
は実習において御献体を実際に視る触れる体験を通して、立体的な臓器の位置関係や重さ、太さ、
弾力性などの感覚を実感としていた。また、感覚刺激を通して自分なりのイメージ化し、個体差
に着目していた。当然ではあるが学生の感覚的認識としての[立体的に捉えた感覚的学び]に関す
る内容の記述が最も多くなっていた。感覚刺激を通した学びは、解剖見学実習でのみ経験出来る
学習方法である。冒頭でも触れたが、菱沼 4)が「人体解剖で実際に手にして学ぶことが、人体の
理解には最も効果的である。」と述べているように、人体の形態機能の知識が必修である学生にと
って最もインパクトが強く効果的学習であることがわかる。 
また、感覚的に認識した浅い学びから、ややステップアップした学びとして、既存の学習であ
る形態学のテキストと比較した学びや疾患による変化に着目した内容があった。看護学生の解剖
見学実習後のレポート内容分析に関する同様な質的研究 6)にも、本学と同様に既習学習との比較
に着目した＜解剖学との結びつき＞、＜病態学との結びつき＞に類する記述がみられている。こ
のことからも、人体の形態機能的理解を深めるためには欠かせない実習であることがわかる。 
さらに学びを発展させた記述として、看護技術やその人の生活状況等を推察し看護と関連づけ
思いをめぐらせている＜看護学との結びつき＞があった。既習の看護技術との結びつきとしては
『呼吸を聴取する際には、背中側から行うことが大切であることがわかった』というように、肺
の下葉は背面にあるということを実際に確認し、フィジカルアセスメントで学習した内容を想起
し認識している。また、『患者さんの苦しみを今まで以上に理解しそれに向けての根拠を持った看
護を提供するために考えやすくなった』や『心肥大の心臓を見て病態からの看護の流れとして理
解することができた』など、御献体の生前の生活状態や苦しみを想像して看護を考える必要性を
再確認している。薄井 3)は「ナースとしては、病気のタイプがどのような生活結果であるかをお
おづかみにすることができれば、病人の生活過程に焦点をあてて観察し、生活のための方向を定
めることができる」と述べている。このように解剖見学実習は看護の視点から人体を観察し、感
覚的に捉えることができる部分から推測することで、因果関係を科学的に思考する能力を育てる
機会となっていると考えられる。これらの記述は、先の類似した研究と比較すると本学の特徴的
な記述内容である。この特徴的な状況は、類似研究の対象学年は 1年次であるのに対し、本学の
対象が 3 年次であることの差異によるものであると考えられる。解剖見学実習に参加する 3年次
学生は、カリキュラム進度の基礎医学の学習や基礎看護学実習、各領域の看護学の履修がある程
度終了した段階である。それ故に、看護視点からの学びへとつながりやすい時期である。看護系
の大学では、解剖見学実習を機能形態学の履修時期にあわせ 1 年次に実施しているところが多い
傾向にあるが、本学が実施している時期に於いても十分にメリットがあるといえる。 
しかしながら、目標 1 に対する＜看護学との結びつき＞のサブカテゴリに属するセンテンスは、
先に述べたカリキュラムの進度から考えると内容、数ともに極めて乏しいといえる。この時期の
学生としては、例えば、生理的食道狭窄から服薬や経管栄養チューブ挿入との関連性、気管支の
左右の大きさの差から気管挿管や気管内への異物混入の危険性との関連など、看護視点からの気
づきや学びの広がり、深さがあってよいと考える。 
 
２）目標２「献体の取り扱いを通して、自己の思い（医療人としての態度・自覚、献体に触れる
ことの価値）について説明できる」について 
この目標に対して 63センテンスと 6個のサブカテゴリ、2 個のカテゴリが抽出された。 
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坂井健雄氏の著書７）である『献体』には、医学部の学生が実習を通して一人前の医師になるには
まだまだ未熟であることを痛感したことや将来多くの人に信頼されるような医師となり、恩返し
できるように精進していきたい。という思いがつづられている。また、看護学生やコ・メディカ
ルである理学・作業療法士などの養成過程における解剖見学実習の範疇であっても、人体の形態
機能学的な理解にとどまらず、ご献体された御本人や御家族の『医学の発展のために』という思
いを感じ、医療人としての自覚を改めて考える機会と成る 8）、とあるように将来の医療人として
の使命を自覚できる機会となる。本学に於いても同様に、学生は解剖見学実習に参加させていた
だける背景に、ご献体された御本人や御家族の「医学の発展のために」という思いがこめられて
いることをひしひしと感じ受け止めている。また、学生によってはその思いから自身の今の状態
の振り返り、今後の学習意欲を高め、将来立派な看護師になることを決意している学生もいる。
これらのことから、解剖見学実習が医療人と成る者としての自覚、看護学生としての自覚・姿勢
を再確認できる機会となっていると考えられる。 
 
３）目標３「人体解剖や献体のかかわる法の基本的な事柄や死者への尊厳について説明できる」
について 
この目標に対して 87センテンスと 8個のサブカテゴリ、3個のカテゴリが抽出された。カテゴ
リとして[感謝と敬意の気持ち]、[実習で感じた死生観]、[実習に臨む姿勢]が抽出された。 
学生は、解剖見学実習で直接御献体に触れさせていただいたときに改めて命の重さを感じ、命
の意味を考えることができていた。また、御献体や御家族に対し感謝や敬意の気持ちを抱いてい
た。この学びの背景には、事前学習としての御家族の思いや御本人の思いが書かれている手記や
献体にかかわる法律等の資料の熟読や御献体に関する事項について事前講義、それを受けての事
前レポートの提出があると考える。これらの事前学習が頭の中に残り、御献体を直視する場面で
その思いが心の中に浮かび上がってきたと推察する。また、実習講義を受けることで、さらに解
剖見学実習の意味を強烈に感じ深く理解する結果となっていると考える。実習講義による学生の
心の変化として『実習講義を聴講することで恐怖心は消え、勉強させていただく気持ちになった』、
『医療従事者としての心構えをお話から学んだ』という＜実習講義を聴いての動機づけ＞の記述
がみられる。学生は実習講義を聴講することで、実習前にあった恐怖心など自己のもっている感
情を、将来の医療人として真摯に学ぶ姿勢が重要であるという認識に変え臨むことが出来ていた。 
 
２ 実習目標を達成させるための今後の課題 
目標 1について解剖見学実習に参加することで、学生は実習でしか体験できない 3 次元的人体
の形態学的理解が出来ていた。また、少数の記述に留まっていたが看護と結びつけて思考するこ
とが出来ていた。目標 2、3 については、事前に倫理観を養うための資料やオリエンテーションの
内容を踏まえ、事前レポートを書くことで解剖見学実習に臨む姿勢が形成されていた。また、当
日の実習講義を聴講することでさらにその姿勢が強化され、学生は医療人としての責任感や御献
体に接する倫理観を自身の心にしっかりと内在化させた状態で実習に臨むことが出来ていたと考
える。これらの結果から、今回の実習前後の取り組みにより、それぞれの目標に対する学びが得
られていると考えられる。しかしながら、学生個々により学びの深さ、広がりに差があり、中に
は浅い視覚的な学びのみでとどまっている学生もあることは容易に推測できるが、本研究では、
個々の学生がどの程度目標を達成しているのか把握出来ていない。今後は個人の学びの到達度が
どの程度なのかという視点でも調査が必要であろう。 
しかし、看護教育に於いては、最終的に看護ケアをする前提として必要な形態機能の理解を深
めさせる必要がある。菱沼 2)が「「息をする」「食べる」「トイレに行く」「話す・聞く」「眠る」な
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どの生活行動はすべてからだのはたらきによって成り立っている。看護の主眼は、繰り返される
この生活行動を支えることである。したがってからだがどういう仕組みで生活行動を成し遂げて
いるかを知らなくては看護はできない。」と述べているように、単に人体の立体的理解にとどまら
ず、看護的視点での理解まで学びを深めさせる必要がある。また、対象学生は後期には看護学臨
地実習を控えている。この解剖見学実習で培った将来の医療人としての決意は、今後の自身の学
習や臨地実習、さらには看護職になってからも持続出来るように定着化を図る必要がある。1 回
限りの実習であるため、実習当日のみならず実習前後の教員のかかわりや、取り組みをさらに検
討していくことが、今後の課題であると考える。 
 
Ⅶ 結論 
１ 各学生のレポート内容を実習目標に基づき学びの状況ついて明らかにしたところ以下の結果
が得られた。 
１）目標１「人体構造を理解できる」について 
・ 感覚刺激を通し、感覚的認識としての[立体的に捉えた感覚的学び]をしていた。 
・ 既存の学習である形態学のテキストと比較した学びや疾患による変化に着目した[既習内容を
基にした学び]をしていた。 
２）目標２「献体の取り扱いを通して、自己の思い（医療人としての態度・自覚、献体に触れる
ことの価値）について説明できる」について 
・ ご献体された御本人や御家族の思いがこめられていることをひしひしと感じ受け止め[向けら
れた期待に対する自覚]をしていた。 
・ 自身の今の状態の振り返りをし、学習不足を感じもっと学習しなければならないと[今後の学
習への動機付け]をしていた。 
３）目標３「人体解剖や献体のかかわる法の基本的な事柄や死者への尊厳について説明できる」
について 
・ 御献体だけでなくご家族に対しても[感謝と敬意の気持ち]を表現していた。 
・ 解剖見学実習で直接御献体に触れさせていただいたときに改めて命の重さを感じ、命の意味を
考え[実習で感じた死生観]を明確にしていた。 
・ 将来の医療人として真摯に学ぶ姿勢が重要であるという[実習に臨む姿勢]を得ていた。 
 
２ 実習目標を達成すための今後の課題として以下のことが明らかになった。 
事前資料や事前レポート、オリエンテーション、実習講義を聴講させることは、将来の医療人と
しての責任感の自覚や倫理観の内在化、そして真摯に学ぶことの動機づけとして有効だった。実
習日だけに限らず、実習前後の取り組みが、より効果的なものとなるための検討が必要である。 
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